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～もっと身近に福祉を～ 長門市社会福祉協議会 

QR コードを読み取ると簡単に見ることができます。 

ホームページ フェイスブック更新中！
ぜひ登録を★

７月、市内９地区で「地区懇談会 ～未来
をつくるグループトーク～ 」を開催。

延べ125人の参加をいただき、
地域の「未来の姿」を形にする

ための話し合いが
行われました。

わたし
たちの地域の
未来の姿は？



第４次長門市地域福祉計画 ･ 活動計画 策定

「未来をつくるグループトーク」を開催！地区懇談会
　「第４次長門市地域福祉計画・活動計画」に地域の皆
さまの声を反映させるため、７月７日の俵山地区を皮
切りに７月２８日の通地区まで、市内の９地区で地区
懇談会を開催しました。７地区社協の役員等を中心に
延べ 125 人が参加され、活発なグループトークを通じ
てたくさんの意見が飛び交っていました。
　前回（平成 28 年）の地区懇談会であがった市内の
地域課題を基にグループワークを行い、解決できてい
ないと思う課題の中から自分たちでできることを選択
し、グループ毎に「未来の姿」として意見をまとめて
いただきました。

参加者の声
・地域の課題、未来を改めて考える機会になっ
　た
・地域の問題点は共通したことが多いが、「未来
　の姿」　としていろいろな意見を聞くことが出
　来て良かった。各自治会で福祉の輪ができる
　と良い
・地区の大切さ、ボランティアの大切さ、みん
　なで助け合いの精神で、住みやすい地区にし
　ていきたい
・新たに地域の課題を認識することができ、こ
　れからの活動の指針ができたのではないかと
　思う
・もっと参加者が多ければよかった
・こういった機会を増やして欲しい
・前回の懇談会と出る意見は変わっていないよ
　うに思う。何年たっても目標は同じなのでは

第４次計画策定までのスケジュール
令和３年 ６月 第１回計画策定委員会

　　　　　７月 地区懇談会の開催

　　　　　８月 地区懇談会のまとめ・報告書の
作成

　　　　　９月 計画素案の作成作業

　　10 月 第２回計画策定委員会

　11 月 計画素案の作成作業

　12 月 第３回計画策定委員会

令和４年 １月 パブリックコメント
（市、市社協ホームページ掲載）

　　　　　２月 第４回計画策定委員会

　　　　　３月 計画の策定・公表

大変暑い中 ご参加いただき誠にありがとうございました！

▲ グループワークの前に、今年１月に実施した市民
アンケートの結果について、市地域福祉課 都野瀬班
長から説明がありました。▲ グループ毎の発表の様子。「未来の姿は・・・　」
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10月1日

スタート
!

児童青少年・母子家庭のために

高齢者のために

障害児（者）のために

地域活動のために

歳末たすけあいのために

ボランティア活動のために

じぶんの町を良くするしくみ。

今年も皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします
共同募金は、たくさんのやさしさを集める活動です。

赤い羽根

共同募金
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こ
の
た
び
の
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
会
に
お
き

ま
し
て
、
６
月
24
日
付
で
長
門
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
会
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
６
月

に
前
内
山
会
長
か
ら
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぎ
、
早
い

も
の
で
４
年
が
経
過
し
３
期
目
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
４
年
間
に
お
い
て
は
、
改
正
社
会

福
祉
法
の
施
行
に
伴
う
組
織
の
改
編
や
、
地
域
公

益
活
動
推
進
協
議
会
の
事
務
局
と
し
て
、
市
内
８

つ
の
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
公
益
的
な
活
動
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

在
宅
福
祉
事
業
に
お
い
て
は
、
平
成
30
年
６
月
よ
り
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
す
ら
ぎ
の

里
」
の
経
営
を
ス
タ
ー
ト
し
、市
内
で
唯
一
の
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
「
ひ

だ
ま
り
長
門
」
と
と
も
に
、
社
協
ら
し
い
多
種
多
様
な
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
か
ら
市
よ
り
西
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
受
託
し
、
在
宅
の
高
齢
者
や
家
族
に
対
し
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た

包
括
的
な
支
援
や
総
合
相
談
を
行
う
こ
と
で
、
本
会
の
在
宅
福
祉
事
業
全
体
の
質
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
時
代
が
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
と
大
き
く
転
換
す
る
中
、
地
域
福
祉

を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
児
童
等
の
福
祉
課

題
は
多
種
・
多
様
化
し
、
新
た
な
生
活
・
福
祉
課
題
へ
の
的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
や
ひ
き
こ
も
り
に
よ
る
社
会
か
ら
の
孤
立
や
生
活
困

窮
な
ど
、
従
来
の
社
会
福
祉
制
度
の
枠
組
み
や
サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応
で
き
な
い
様
々
な

問
題
が
顕
在
化
し
て
き
ま
し
た
。
更
に
は
、
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
一
変
し
、
地
域
の
集
会
・
行
事
や
訪
問
活
動
の
自
粛
に

よ
る
高
齢
者
等
の
孤
立
や
、
経
済
活
動
の
停
滞
に
よ
り
生
活
困
窮
者
が
増
加
す
る
な
ど

新
た
な
地
域
生
活
課
題
を
生
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
で
あ
っ
て
も
、
長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
長
門
市
の

地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
、
地
域
住
民
、
地
区
社
協
、
行
政
、
各
関
係
機
関
や
団
体

等
と
協
働
し
な
が
ら
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

私
自
身
も
、
こ
れ
か
ら
の
２
年
間
、
心
新
た
に
会
長
と
し
て
の
職
務
を
全
う
で
き
る
よ

う
全
力
で
努
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域
の
皆
様

と
と
も
に
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
再
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会 

新
役
員
紹
介

  

再
任
の
ご
あ
い
さ
つ

会長　藤野 忠次郎

任
期　

令
和
３
年
６
月
24
日
～

　
　
　

令
和
５
年
定
時
決
算
評
議
員
会

敬
称
略
、
順
不
同
【
推
薦
団
体
等
】

会  

長

　

再  

藤
野　

忠
次
郎

【
俵
山
地
区
発
展
促
進
協
議
会
】

副
会
長

　

再  

沓
野　

昭
次
【
長
門
市
自
治
会
連
合
会
】

　

再  

辻
野　

史
朗

【
長
門
市
社
会
福
祉
法
人
地
域
公
益
活
動
推
進
協
議
会
】

　

再  

檜
垣　

正
男

【
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
代
表
者
会
議
】

理  

事

　

再  

川
﨑　

満
穂
【
学
識
経
験
者
】

　

再  

瀬
川　

孝
二

【
長
門
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
】

　

再  

岡
藤　

智
加
子
【
学
識
経
験
者
】

　

再  

村
中　

啓
子

【
日
置
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
】

　
再  

花
島　

ま
り【

山
口
県
看
護
協
会
長
門
支
部
】

　

新  
荻　

隆
宣

【
な
が
と
チ
ャ
イ
ル
ド
サ
ポ
ー
ト
協
議
会
】

　

新  

大
嶋　

禮
子
【
学
識
経
験
者
】

　

新  

古
林　

順
子

【
長
門
市
市
民
福
祉
部
地
域
福
祉
課
】

　

新  

澤
村　

有
利
生
【
学
識
経
験
者
】

監  

事

　

再  

加
茂　

善
成
【
学
識
経
験
者
】

　

再  

磯
部　

則
行
【
学
識
経
験
者
】

　下記の日程で、「家族介護者ミニ交流会」を
開催します。お茶を飲みながら一緒に語らいの
時間を過ごしましょう♪

家族介護者ミニ交流会
参加してみませんか？

日　　時 9 月 21 日（火）13:30 ～ 15:30

会　　場 長門市ボランティアハウス
（長門市日置上 5926）　

内　　容 みんなで語りましょう！

参 加 費 100 円（茶菓子代等）

申込〆切 9 月 17 日（金）

お問合せ・お申込みは
長門市社会福祉協議会日置支所 担当：河本 ☎ 37-3937

　長門市在住の介護をしている方や介護に興味
のある方を対象に、家族介護教室を開催します！

家族介護教室

日　　時 10 月 19 日（火）13:30 ～ 15:00

会　　場 油谷保健福祉センター　

内　　容

① 講義：健康的な身体作りのために   
　 　　　腰痛体操でリフレッシュ
　 講師：理学療法士　河本直美 氏
② 介護者同士の交流

参 加 費 無料

お問合せ・お申込みは
長門市西地域包括支援センター　☎：33-2020
住所：油谷新別名 10803（油谷保健福祉センター内）
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コーナー
お知らせ介護助手説明会

　山口県福祉人材センターでは、元気な高齢者や地域の皆さんを対象に、福祉・介護の補助業務を
担う「介護助手」について知っていただくため、福祉施設・事業所と一緒に地域住民向けの説明会
を開催します。

〇介護助手とは

　福祉・介護事業所などで、部屋の掃除やシーツ交換、下膳、利用者のお話し相手など、福祉・介護

の補助業務を行っていただく方です。

〇対象者

・福祉、介護事業所で働きたい元気な高齢者

・資格や経験はないけれど、関心があって働いてみたい方

・短時間勤務を希望する方や週数日からの働き方を希望する方

事前申し込み不要！当日、お気軽にお越しください。

元気な高齢者・地域の皆さん

「介護助手」として、住み慣れた

地域の福祉・介護を支えてみませんか？

開催日 時間 会場 参加事業所名

１1 月８日（月）
１３：３０

   ～１５：００

長門市物産観光センター２階
第１・２会議室

（長門市東深川１３２６−６）

医療社団成蹊会
介護老人保健施設サンライズ２１

■問合せ

山口県福祉人材センター

☎：083-922-6200

FAX：083-922-6652

HP：http://yamaguchi-fjc.jp/assistant/

社協フォト社協フォト
レポートレポート

　毎年恒例の「夏休み手話教室」を長門と油谷の2会場（各3回）
で開催しました。長門手話友の会、油谷手話の会の皆さんを講
師に迎え、自己紹介や手話歌など手話の基本を教えていただき
ました。
　昨年同様、コロナウィルス感染予防対策を実施した上での開
催になりましたが、皆さん楽しく学ぶことが出来ました

夏休み手話教室
を開催しました！

7/27〜8/20
㈫ ㈮

長門会場 油谷会場
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善意
銀行窓 口

の
ぜんぎん

　この寄付金は、地域福祉事業の充実発展のため、
大切に使わせていただきます。
　また、社会福祉協議会では、結婚・出産等の祝
いや香典・玉串料のお返し、お見舞い返し、チャ
リティー等のご寄付を常時受け付けておりますの
で宜しくお願いします。

2021年6月1日
〜2021年7月31日
（受付順、敬称略）

香 典 返 し
寄付者名 ご住所 逝去者ご芳名 寄付額

通
木 嶋 喜 久 恵 通 11区 御主人 壽初 金一封
戸 田 正 人 通 9区 御母堂 文野 金一封
安 藤 記 世 子 通 5区 御母堂 綿谷　和子 金一封
中 村 全 宏 通 6区 御母堂 鈴子 金一封

仙　　　　　　　崎
中 川 美 津 代 今浦町 御母堂 永冨　春子 金一封
吉 津 房 枝 鳥越 2区 御主人 末松 金一封
杉 原 雅 登 白潟 1区 御尊父 登 金一封
大 深 恵 子 新開町 御母堂 清子 金一封
西 村 亥 子 代 錦町 御主人 茂成 金一封
木 下 悦 子 鳥越 2区 御主人 健 金一封
大 野 基 晴 鳥越 1区 御尊父 清 金一封
宅 見 一 省 鳥越 2区 御母堂 節子 金一封
羽 倉 敏 明 大日比 御令室 紅美 金一封
西 嶋 喜 美 江 今浦町 御主人 則雄 金一封

深　　　　　　　川
百 合 野 英 次 殿台 御令室 イツ子 金一封
梶 本 光 子 三ノ瀬 御主人 一繁 金一封
山 下 小 夜 子 藤中 御主人 和平 金一封
後 根 正 一 中山 御令室 亮子 金一封
田 𠩤 早 苗 門前 御母堂 晴子 金一封
上 田 俊 作 湊 1東区 御令室 榮子 金一封
古 田 弘 和 江良 御母堂 網戸　縫子 金一封
山 田 政 彦 田屋 御母堂 君子 金一封
石 津 久 美 子 板持 3区 御主人 泰正 金一封
林 　 英 昭 河原 義伯父 昭雄 金一封
松 岡 修 二 中山 御令妹 小林　久江 金一封
杉 登 喜 江 真木 御主人 馨 金一封
中 村 佐 奈 江 駅前 御母堂 五嶋　敏江 金一封
山 田 秀 治 湊中央区 御令室 勢津子 金一封
前 田 み ど り 田屋 御主人 宏 金一封
山 近 美 江 子 殿台 御主人 誠 金一封
末 永 利 也 正明市 1 区 御令室 雪子 金一封

俵　　　　　　　山
西 嶋 重 夫 郷 御令室 照子 金一封
中 野 貴 司 湯町 御尊父 源司 金一封
田 中 寛 夫 大羽山 御母堂 琴 金一封

三　　　　　　　隅
河 村 和 子 浅田 御主人 隆次 金一封
靑 海 博 文 野波瀬 御母堂 ツタ子 金一封
藤 井 研 悟 上中小野 御母堂 はるみ 金一封
和 　 一 道 浅田 御母堂 伊津子 金一封
藤 田 　 豪 野波瀬 御令室 眞澄 金一封
上 本 絹 枝 向開作 御主人 美智男 金一封

寄付者名 ご住所 逝去者ご芳名 寄付額
山 田 康 弘 宗頭 御母堂 洋子 金一封

日　　　　　　　置
藤 本 留 美 子 狩宿 御主人 誠 金一封
長 瀬 佳 代 子 長行 御主人 和義 金一封
松 岡 貞 良 大内山上 御母堂 典子 金一封
長 瀬 真 澄 日置中村 御母堂 八重子 金一封
松 尾 敏 久 大内山上 御母堂 英子 金一封
吉 永 伸 次 大内山下 御母堂 良枝 金一封
山 本 泰 之 上城 御母堂 良江 金一封
福 田 和 久 黄波戸　 御尊父 治 金一封
中 野 敏 夫 上城 御令室 カツ代 金一封

油　　　　　　　谷
谷 川 節 子 青村 御主人 勲 金一封
白 井 武 人 掛渕 御母堂 モモエ 金一封
藤 井 利 昭 青村 御尊父 勇 金一封
飯 田 規 寛 大坊 御母堂 悦子 金一封
松 岡 秀 樹 川尻西 御尊父 髙徳 金一封
小 西 邦 雄 河原浦 御母堂 ハル子 金一封
松 﨑 繁 夫 赤屋 御母堂 松子 金一封
金 山 義 治 久津 御尊父 義夫 金一封

※油谷地区の寄付報告については本社協だより掲載を以って返礼は
がきの郵送に代える習慣となっています。

物　品　寄　付
寄付者名 ご住所 内　　　　　容

深　　　　　　　川
末永　由美子 上川西 1区 物品

ダイナム山口長門店 中山 日用品等
俵 山 湯 の 家

尾崎　一成 いちご
古本　知子 宇部市 菓子

期間内に下記のご寄付を頂きました。
厚く御礼申し上げます。（含非掲載分）

件　数 金　　額
香 典 返 し 59 1,401,000
見 舞 返 し 0 0
篤 志　 他 8 150,354

合　計 67 1,551,354 
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6



ダイナム山口長門店 様 国際ソロプチミスト長門 様

　ダイナム山口長門店からティッシュペーパー
などの日用品 35 点をご寄付いただきました。
いただいた物品は、地域福祉活動や感染症対策
等に有効に活用したいと思います。ありがとう
ございました。

　会員の皆さんで集められたペットボトル
キャップを、市社協まで持ってきていただきま
した。ありがとうございました。

日用品等を受贈 ペットボトルキャップ寄贈！

募金を受け付けています
令和３年度 赤い羽根 新型コロナ感染下の福祉活動応援全国キャンペーン

「いのちをつなぐ支援活動を応援！～支える人を支えよう～」募金
コロナ禍の下、地域で生活に困難を抱える人や孤立状態に陥りがちな人
などを支援する活動を応援するための財源とします。

令和３年
９月３０日（木）まで

令和３年７月豪雨災害義援金
各地で人的被害、住宅被害等多くの被害をもたらした令和３年７月の豪
雨災害の被災者を支援する義援金です。
※静岡県、島根県への義援金も受け付けています。

令和３年
９月３０日（木）まで

令和３年７月１日からの大雨による災害に伴う災害ボランティア・NPO 活動サポート募金
令和３年７月大雨災害の被災地域内のボランティアグループや NPO に
よる支援活動を応援する、「支える人を支える」ための支援金です。

令和３年
１２月３１日（金）まで

熊本県南豪雨義援金
熊本県南部に多くの被害をもたらした令和２年７月３日からの大雨災害
の被災者を支援する義援金です。

令和４年
３月３１日（木）まで

「いのちをつなぐ支援活動を応援！～支える人を支えよう～」募金

山本　利晴 金一封

熊本県南豪雨義援金

山本　利晴 金一封

社協窓口募金箱 1,014 円

あたたかいご支援ありがとうございました！

就業場所 かよいデイサービスセンター グループホームやすらぎの里

募集職種 介護職員（非常勤職員） 介護職員（非常勤職員）

採用人数 1 名 1 名

必要資格 普通免許（AT 限定可）　　
※介護の資格・経験は問わず ※介護の資格・経験は問わず

応募方法 履歴書（写真添付）・資格証明書等の写し

選考方法 書類選考・面接　※随時面接・随時採用

そ の 他 ●各種手当・保険あり　　●勤務日数・時間応相談　●詳細は本会ホームページ等を参照

お申込み
お問合せ

〒 759-4101　長門市東深川 1321-1
社会福祉法人長門市社会福祉協議会　担当：吉岡　☎ 22-8294

職 　員　 募　 集

令和 3年 9月 1日　　第 99号 社協だより　 しあわせながと
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ふれあい・いきいき

サロン紹介

編集・発行
社会福祉法人　長門市社会福祉協議会
〒759－4101
長門市東深川1321－1 長門市地域福祉センター内
TEL（0837）22－8294　 FAX（0837）22－434 0
E-mail　 shiawase@nagatoshakyo.jp
HPアドレス　http://www.nagatoshakyo.jp

　今年の夏も暑かったですね！さて、まだまだコロナ禍
は続いていますが、オリンピックが無事に終了し、パラ
リンピックがはじまろうとしています。選手たちのキラ
めきには、なにか希望のようなものがあります。スポー
ツがもたらす感動やパワーは素晴らしいですね！

ふれあい・いきいきサロンとは
　みんなで集まり「楽しく」「気軽に」 

「無理なく」過ごせる場所を地域の中に
つくり、参加する人と運営ボランティアさんが

自由な発想で企画し、自主的に運営する
活動です。 

〜　編　集　後　記　〜

福祉車両貸出事業
　自力での歩行が困難な高齢者や身体障害者が移動される場合に、
車イスに乗ったままで搭乗できる福祉車両をお貸しします。

原則として、１回につき１日までとします。

車イス低床車（普通・軽）

医療機関や施設への送迎をはじめ、レクリエーション 
やリフレッシュのための外出でもＯＫです。

車両の利用料は無料ですが、燃料を満タンに
して返却していただきます。

お問合せ・申込み先 ／ 長門市社協事務局　☎ ２２- ８２９４ まで

　平成 14 年に発足し、今年で 20 年目に入りました。当
初は「土手中村いきいきサロン」という名前でしたが、平
成 18 年に「なぎの木いきいきサロン」という素敵な名前
に変更しています。
　参加された方々の元気な笑顔に会えることを楽しみに、
年 8 回程度の開催を予定して活動しています。4 月は認知
症予防講座を開催し、6 月はペットボトルボウリングやビ
ンゴで楽しみました。ボウリングは思ったよりも難しく、
球がどの方向に行くか分からず、笑顔いっぱいのサロンと
なりました。
　コロナ禍ですが、頭と体を使ってサロンが楽しいふれあ
いの場として長く続くことを願います。

なぎの木いきいきサロン（三隅中村）

「ナギ」の木。▶
自治会内の熊野権現社
にある巨木。
市指定の天然記念物。

▲間隔を空けて楽しくレクリエーション♪

参加者 ２３名 担い手 １１名

参加費 ５００円／年 会　場 中村コミュニティセンター

貸 出 期 間

貸 出 車 両

利用の範囲

利 用 料


